







































福 原 栄 太 郎
学び・生きがい・交流の場としての大学づくり｣ と題するリポートをまとめ､ ｢元気なシニア｣
を積極的に大学に取り込むことが､ キャンパスを活気づける効果が期待できると分析していた｡




れ推進に関する研究協議会｣ (以下､ 研究協議会と略す) において前記リポートを中心に､ 119
大学が参加して研究・協議が行なわれた｡
趣旨は多岐にわたったが､
① 大学には教育・研究に加えて社会貢献 (再教育機能) が求められており､ そこには社会
人の養成とシニア世代の受け入れが含まれる｡
② 団塊の世代が60歳の定年を迎えるが､ シニアを積極的に私立大学へ取り込むことが､ 今
後の発展の鍵となる｡ また､ 新しい大学像をつくるという意味でも､ シニア世代の受入
れは様々な可能性が潜在している｡
③ シニア世代受入れのために､ 入学試験や三年次編入学試験､ 科目等履修生制度などの受
入れやすい条件及び学びやすい環境づくり､ 学修生相談センターの設置などきめ細かい
対応が必要｡








 制度の名称：当初は ｢シルバー｣ などという案もあったが､ シルバーカレッジなど市民
大学と混同のおそれがあるところから､ 上級の意味がある ｢シニア｣ を採用｡ ｢シニア
フィフティプラス (50＋と略す)｣ としたのは､ 下記の年齢と関連する｡
 対象年齢：対象を上記研究協議会のいう団塊世代の定年退職者をとすると60才以上とな


































50～54 55～59 60～64 65～69 70才以上 計
男性 Ｈ20 １名 １名 ３名 １名 ６名
男性 Ｈ21 ２名 １名 ２名 ５名
女性 Ｈ20 ２名 １名 ２名 ２名 ７名
女性 Ｈ21 １名 ４名 ３名 １名 １名 10名
計 ６名 ７名 10名 ４名 １名 28名
本学に先行してシニア学生の受け入れを開始した関西国際大学における ｢シニア特別選考｣
は､ 研究協議会の予測通り団塊世代定年退職者をターゲットとして対象を60才以上としている
が､ 平成18年度に10名 (うち３名は３年次編入) あった入学者は､ 同19年度に５名 (うち２名







ディア媒体をみたときに､ なにが彼､ 彼女たちを大学進学へと駆り立てたのだろうか｡ ある学






学問志向には､ 環境や都市､ あるいは心理学を学びたいといったものから､ 次のステージへ
のステップアップ､ 新しい学問領域へのチャレンジ､ などと答えたものを含み､ 大学生生活へ
の憧憬､ 自己を見つめる､ 人生を豊かにしたいなどと答えたものを教養志向としてくくった｡










男 性 ７名 ４名
























４月 山辺の道散策 ５月 ｢花緑と歴史街道を歩こう｣ ハイキング
６月 森林公園 ８月 伊吹山ハイキング・ゼミ旅行 (屋久島)
10月 学外講師を交えての夕食会
11月 月心寺の精進料理・奈良正倉院展見学・大学祭へ屋台を出店し参加・食事会














10月４日 メディアと同調様式 以上､ 富田英典 関西大学教授
10月25日 11月１日 リーダーシップを学ぶ 以上､ 白樫三四郎 大阪大学名誉教授
３－６. その他の活動
１. ゼミ活動の記録を残すため､ 作成と､ その基礎作業となるデータを大学のフォ
ルダに保存することを試みた｡
２. 役割分担を定め上級学年でのゼミ活動や社会で活動する際の参考となるよう配慮した｡
プロジェクトリーダー オープンキャンパス担当 管理運営 ゼミ旅行担当
月行事担当
３. 毎授業の内容､ および感想をワープロソフトで書いてもらい､ そのファイルをメールに
添付して提出してもらうこととした｡ 短いコメントを返信し､ 教師－学生間のコミュニ
ケーションをとった｡ 仕事などでを使用していた人を除くと､ ほとんどが初心
者であり､ 初歩の手ほどきが必要であったが､ 上級のシニア学生の援助もあり､ 全
員がメールでのやりとりが出来るようになった｡


































名) では､ 完成年度 (2001) から定員割れが続き､ 2007年度の在学生数368人中､ シニア学生
が73人｡ 一般学生は166人､ 中国人を中心とした留学生が129人と２割がシニア学生がしめると
いう｡ その記事で､ ３年生の男子学生が ｢年配者に教えられることも多いが､ 本音を言えば､
同世代の学生たちが少ないのは寂しい｣ と述べていることが心に残っている｡ 同記事で同大学
の坂田学長は ｢大学は本来､ 青年たちを社会に送り出す教育の場｡ それで定員が埋まり､ さら





会と同様 ｢退職した団塊世代｣ であり､ 子育てを終えた主婦までが想定内であった｡ しかし､
現実には､ ステップアップのための中途退職者､ 在職のまま進学してきた方､ 80才を超えてな
お向学心溢れる志願者など多様な学生が登場している｡














 シニア教育プログラムに関しては､ 関西国際大学による ｢現代プロジェクト｣ 平成18年度採択
｢大学､ 住民及び行政等の協働と地域活性化～シニア学生受け入れモデルとサービスラーニングモデ
ルの開発～｣ の 『平成19年度報告書』 『平成20年度報告書』 が刊行されている｡ 小稿がその成果に多
くおっていることを明記し､ 謝意を表したい｡
 １名は21年度前期をもって退学し､ 22年度より国立大学大学院へ進学する｡
 平成21年度の入学生のうち１名は入学直後に発病､ ２名は仕事との両立が困難 (事前面談の不備が
原因と考えられる) でやむを得ず退学｡ 今後の反省点である｡
 注 『平成20年度報告書』
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